建築士会はＣＰＤ制度と専攻建築士制度をオープン化します。

（社）日本建築士会連合会

（社）静岡県建築士会　　

建築士会は平成14年、会員の知識、技術、に関する研鑽と倫理観の醸成のために自主的にＣＰＤ制度をはじめ、意欲的な会員の支持を得て、現在35,556名の参加を得てきました。また、平成15年からは、一般消費者に分かり易く表示して安心して仕事を依頼して頂けるよう、建築士の得意とする業務の専門領域を明示する専攻建築士の認定を自主的にはじめました。専攻領域において一定の実務実績を持ち、さらにＣＰＤに努めている建築士を、建築士会で認めて表示するもので、現在までに15,110名の専攻建築士を認定してきました。

建築士会が自主的に行ってきたこれらの活動は建築士が社会的に役割を果たすためのいわば車の両輪をなすものです。このたび、ＣＰＤと専攻建築士の二つのしくみをより広く活用して頂けるよう、会員以外の建築士や建築技術者にも拡げる、オープン化に踏み切りました。

ＣＰＤ制度のオープン化

　建築士法改正＊１によりすべての建築士に対する研修を行うことが建築士会に義務付けられたことを受け、従来から行ってきましたＣＰＤ制度を大幅に改め、オープン化して非会員の方たちにも広く門戸を開くこととしました。

　それは、建築士会のＣＰＤ実績がさまざまな入札等の際、応札企業の総合評価にあたって、所属技術者のＣＰＤ実績が評価されるようになってきた＊２ことにも応えて、活用の便宜をより広く図れるよう考えたものでもあります。建築士以外の建築技術者、例えば施工管理技士などにも、その門戸を開くとともに、活用先の要望に応じて履修証明を容易に発行できるしくみとします。そうして、建築士会のＣＰＤが、すべての建築技術者が行うＣＰＤのデファクトスタンダードとなることを目指します。

◆ＣＰＤオープン化にあたって改訂したしくみのあらまし（詳細は別表参照）

· 研修実績の記録方式としては、従来からのＣＰＤ手帳・バーコード方式に変えて，建築士の携帯型の免許証と同じ方式のＩＣカード方式とします。（平成22年7月以降運用開始予定）
· 平成22年4月1日より、研修実績とする内容としては、より社会的に認められやすいしくみとするため、従来からの建築士会が特定する研修を2倍にカウントする単位計算をやめ、すべて実時間単位とすること、建築士会の委員会出席を対象から外すこと、自習は予め認定した教材によること、研修プログラムは事前登録とすることとします。

· 研修実績の一年間の目標は、確実にわかりやすい内容に限定したことを基に50単位から12単位とし、12単位取得者を士会HPでCPD建築士・建築技術者として公表します。

　　　　ＣＰＤ制度改正後参加登録料
	
	会員
	非会員

	①初期登録費
	0円
	1000円

	②データ登録・管理費
	1000円／年
	3000円／年

	③CPDカード発行費
	700円
	2000円

	④情報提供制度利用*
	500円
	500円


※　情報提供制度の利用希望者は会員・非会員共に別途利用費500円を課金する
◆静岡士会としてのオープン化へのスケジュール

· 平成22年４月１日　　CPD単位換算法、新基準に移行

· 　　　　  ５～７月　　データ登録時に合わせてICカード方式の申込開始予定
· 　　　　  ７月以降　　ICカードでのデータ登録運用開始予定
※データ登録料の未納分がある方は今までの分を納めて頂いてからICカードの申込を承らせていただきます。
専攻建築士のオープン化

　建築を発注する一般の方から、より分かり易く活用しやすいしくみとし、専攻建築士制度は「仕事のできる建築士」として全ての建築士が参加できる制度となりました。

これまでにも、（社）日本建築家協会の登録建築家と建築士会の設計専攻建築士の名称で証明する内容がほぼ同じであることを確認し、共通の資格として認め合うよう話し合いを続けて来たこともありますが、今回は一歩進めて、建築士が行っているすべての業務領域の建築士を対象とすることで、建築士の専門領域を一般に表示するスタンダードとなることを目指します。

　今回のオープン化に当たり、資格取得認定、更新認定の際に必要なＣＰＤ内容、実務実績認定の方法については他団体とも共通するよう見直し改訂しました。

オープン化による新制度への移行は平成22年９月以降を予定しております。
◆専攻建築士オープン化にあたって改訂した内容のあらまし（詳細は別表参照）

· 認定のためのＣＰＤ単位数を従来の年間50単位から12単位以上に改めます。

· 専攻建築士証はＩＣチップ入りのＣＰＤカードと一体化させたものとします。

◆「建築士会CPD」と「専攻建築士制度」
＊専門家として知識と技能の維持向上を図る「ＣＰＤ」は、建築士にとっての必要条件であるが、継続して仕事の実績があることが社会に信頼される建築士の十分条件である。

別表１．　CPD制度の改定概要

	
	現　　行
	オープン化後

	CPD参加資格
	すべての建築士
	すべての建築士

	
	
	施工管理技士などすべての建築関連技術者

	履修実績の記録、登録
	データ登録・管理方法
	バーコード方式
	カード方式

	
	
	各建築士会のPCで管理
	建築士会専用サーバーで管理

	
	参加型研修
	講習会場等でのバーコードの配布と手帳の提出により登録
	講習会上でカードによる出席記録に基づき登録

	
	認定教材
	誌上掲載の設問への解答と手帳に貼付して士会へ提出
	HP上で設問に答えた後に、事務局の確認を経て登録

	
	事後申告の扱い
	自己申告に個別に対応
	原則認定外、ただし、内容などにより認定する場合もある（有料）

	履修対象プログラム
	プログラム種別
	社会貢献型
	社会貢献型

	
	
	情報提供型
	情報提供型

	
	
	委員会活動型
	―

	
	
	認定研修
	認定研修

	
	
	その他講習会・見学会等
	その他講習会・見学会等

	
	
	認定教材による自習
	認定教材による自習

	
	
	実務型
	―

	
	プログラム認定
	プログラム評議会等により認定
	事前に申請されたプログラムについて、全国統一基準による厳格な認定を原則とする

	
	
	プログラム認定手数料なし
	プロバイダーから認定料または個別のプログラム審査量。ただし公的機関は無料

	履修実績の活用
	単位換算
	研修別により重み付け
	実時間換算とし、重み付けは行わない

	
	能力開発の目標
	年間36単位
	年間12単位

	
	履修実績の確認
	証明書の交付により確認
	HPで常時確認可能

	
	履修実績の提供
	活用先にあわせて、手作業で提出データを整理、提出
	必要なときに必要なデータを容易に編集、提供可能

	
	現　　行
	オープン化後

	認定対象者
	建築士会会員限定
	すべての建築士

	認定基準
	取得基準
	実務経歴が専攻分野により異なる
	建築士免許取得後５年に統一

	
	
	責任ある立場での実務実績３件以上
	同左

	
	
	CPD単位、取得時５年間で250単位
	直近の１年、改定CPD12単位

	
	登録認定基準
	責任ある立場での実務実績３件以上
	同左

	
	
	CPD単位、更新時５年間で250単位
	更新時５年間で、改定CPD60単位

	
	
	建築士会CPDに加え、合意した他団体CPDは有効
	建築士会CPDに加え、データ交換可能な他団体CPDは有効

	登録
	登録証発行者
	連合会長および建築士会会長連名
	同左

	
	登録証表示
	会員番号、専門分野表示
	会員番号、非会員区別

	
	登録証
	登録証カード
	CPDと一体化したICカード


別表２．　専攻建築士制度の改定概






















建築技術者（建築士）








建築技術者（建築士）























CPD建築士（建築技術者）








専攻建築士





知識・技能の維持能力向上の努力





実績を通じた


信頼度の高まり





高い職業倫理の保持





実務を通じた


多様な経験



































